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意味

009 和歌をなぞろう
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喜撰法師

私は都の東南にある宇治の山で、静かに暮らしています。
それなのに、人は世の中が嫌になってここに住んでいると言っている、という歌です。

平安時代前期 『古今和歌集』・『小倉百人一首』8番
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